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8. 科学性の芽ばえを培う豊かな環境づくりを求めて
常盤会短期大学付属泉丘幼稚園（大阪府堺市）

子どもが自然とかかわって遊ぶ姿を改めて見つめ直しています。日々の保育を記録にまとめ、自由討議の場で、個々の保

育者の率直な思いや迷いまでも共有しています。こうした取り組みは、子どもに対する視点を深めるとともに、園全体で、

心をひとつにして保育にあたるための大切な源となるでしょう。

ポイント  

今年度は研究主題を「科学性の芽ばえを培う豊かな環境づくりを求めて」として、子どもたちが自然とかかわって遊ぶ姿を、今一度
見つめ直し、具体的な計画を立て、その環境構成や教師の援助、子どもの姿を、様々な事例を通して研究をすすめていこうと考えた。

研究計画
・1学期の遊びの計画を立て、実践を記録にとる。
・学年主任を中心に、遊びの実際や、予定している遊びの指導の内容について討議し、遊びの充実を図る。
・遊びの記録をとり、事例研究や、研究会議をする場をもうけ、教師側の視点から遊びを見つめ、教師の指導性・子どもを見る目を高める
機会を持つ。

自由討議　～実践のあとに～
1学期終了後、各自がまとめた事例を中心に、環境構成や教師の援助、子どもの姿はどうであったかなど思いを出し合って、自由討議を
行った。

〈3歳児の事例から〉
・子どもが遊びの中で体験する偶然の出
会い、その一瞬を見る目、感じる目を
キャッチできる教師の目こそが、教師
として科学する心を育てていけるので
はないか。

・〈子どもってこうなんだ〉という日頃遊
んでいる姿をいっぱい書きとめてたく
わえていくことで子どもの遊びを理解
していき、発展していくのではないか。

〈4歳児の事例から〉
・子どもが遊びの中で気づいたことに寄
り添い、素直に一緒に喜べる自分であ
りたい。生き生きと遊んでいる姿を見
ても、“これは何か次の遊びにつながな
ければ”という思いが強くなりすぎ、子
どもを見失ってしまいしょうになる。

・生活していくなかで子どもはものの仕
組みがわかってくる。子どもが体験を通
して考えられていく場を多くしていく。

＜5歳児の事例から＞
・子どもが遊んでいる中で、子どもが悩
んだりつまづいていたりしている場面
で、教師がでていくタイミングがとて
も難しい。

・教師が少し違う側面から子どもを見
る、子どもを待つことで、新しい科学
する芽を見つけることができるのでは
ないか。




